
【様式】 

令和７年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（   飯野高等学校・全日制   ） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 地域から愛され信頼される学校 「“自分らしさ”が、ここにある！」 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

○自分と他者の違いを認め、自分を大切にし、他者を思いやることができる生徒 

○基礎基本の力を身に着け、信頼される社会人として地域に貢献できる生徒 

○専門的な知識、技能の習得を通じて、自由で豊かな表現力、創造力を発揮でき

る生徒 

ありたい 

教職員の姿 

〇生徒一人ひとりが自らの目標に向かって真剣に取り組むことができるよう、生

徒のよき理解者となり、適切なサポートができる教職員 

〇学習指導や生徒指導などの指導力向上をめざして、ともに学びあい学び続ける

教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

【生徒】 

専門的な知識・技能の向上、楽しく充実した高校生活 

【保護者】 

  卒業後に自立できる基礎力と専門性の涵養 

【地域】 

  デザインや英語力を活かした活動など、本校ならではの社会貢献 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

〈保護者〉 

高校卒業後の進路実現 

〈中学校〉 

 多様な生徒の受け入れ 

〈地域〉 

 確かな学力と日本語力の育成 

〈保護者〉 

本校の教育に対する理解と学校の活動

に対する協力 

〈中学校〉 

高校生活に適応できる生徒の育成 

〈地域〉 

企業等の積極的受け入れ 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

・生徒・保護者アンケートの項目に、「朝ご飯を食べているか」、「あなたは家族に
愛されているか」などの問いを入れることを検討してもよいのではないか。 

・アンケート集計をフォームで行うことは業務の軽減につながってよい。 
・制服の着方やみだしなみ指導を行ううえで、防寒対策とのかねあいも考えてほ
しい。 

・学校での防寒着の保管場所があるとよい。 
・日本語能力試験にチャレンジしてほしい。 
・自分で判断できる力を身に着けてほしい。 
・命を大切にする教育はこれまでどおり重視してほしい。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

専門性の高い特色ある教育を通じて、成果、実績を積み重ねてきており、地域か

らの期待、信頼は厚い。また、ＣＬＤ生徒への理解が進んでおり、日本語教育を始

めとして組織的な支援ができている。一方、基礎学力や基本的生活習慣、また進路

意識が十分でない生徒への支援が課題となっている。 

さらに本校ならではの専門教育を充実させるとともに、学習指導と進路指導を効

果的に結び付け、主体的な学びの充実に向けた体制づくりが必要である。 



学校運営等 

 令和４年度から学年担当を各学年１名増員し、学年主任１名と担任４名の計５名

体制としたが、限りのある教員数の中、学年以外の分掌における負担が大きくなっ

たため、令和６年度からは、学年主任を以前の担任兼任とすることとした。 

こうしたなか、教職員に過度な負担を強いることなく効果的に業務を進めるた

め、ＩＣＴ化を適切に進め、さらに分掌間の連携を強めるとともに、生徒の実態と

合わない業務の廃止や簡素化、保護者等の学校への協力が欠かせない。また、教職

員一人ひとりの指導力向上による学校全体の力の底上げが期待される。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

１ 生徒一人ひとりの進路実現をめざし、基礎・基本の定着を図る 

２ 人とのつながりを大切にし、コミュニケーション能力の育成をめざした学習活

動の推進 

 

①基本的生活習慣やマナーの定着 

②基礎学力の確実な定着 

③３年間を見通した系統的キャリア教育の推進 

④ＩＣＴ教育の推進 

⑤ＣＬＤ生徒支援教育の充実及び日本語教育の推進 

⑥多文化共生教育の充実及び命を大切にする教育の推進 

学校運営等 

①校内各部の連携による生徒支援の充実 

②教職員の指導力向上に向けた研修の推進 

③応用デザイン科と英語コミュニケーション科の交流推進 

④教職員のコンプライアンス意識の向上 

⑤保護者及び地域との連携協力の推進 

⑥総勤務時間の縮減及び職場の環境の充実 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリ

シー】 

（応用デザイン科） 

○ 美術・デザイン表現に優れた資質をもつ者 

○ 将来の夢の実現に向けてチャレンジする向上心がある者 

（英語コミュニケーション科） 

○ 英語の学習に興味をもち、入学後も学習活動に意欲的である者 

○ 英語を生かした将来の夢の実現に向けてチャレンジする向上心がある者 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

キャリア教

育の推進 

（１）進路意識向上のための取組 

①進路ガイダンスと事前事後指導による充実 

【活動指標】ガイダンス機会、年間１０回以上(全学年のべ） 

【成果指標】事後アンケートにおける意識向上８０％以上 

 

１年４回 ２年８回 

３年３回実施  

１年８３％ ２年８

１％ ３年８４％  

２年生８名参加  

◎ 



 ②２年生時におけるインターンシップへの取組 

【活動指標】地元事業所等でのインターンシップ 

【成果指標】就職希望者数５０％以上の参加 

 

（２）進路希望実現のための取組 

 ①自己開拓就職希望者への面談実施 

【活動指標】我究と併せた適宜の面談（６・９・１０月） 

【成果指標】自己開拓から学校斡旋への変更率１０％以上 

  

②校外模試と校内課外活動による実践力の向上 

【活動指標】基礎力診断テスト及び大学・短大模試の積極的

な受験 

「我究」の年間２０回以上の開講 

【成果指標】進学希望者の進路決定率８５％以上 

学校斡旋の1次試験による合格率９５％以上 

８名中６名が就職希

望（７５％）  

６月・１０月実施  

自己開拓生徒７名  

学校斡旋への変更

０％  

模試受験数  

２年のべ５０名  

３年のべ１５１名  

我究年間２１回実施  

進学希望者１０４名

中８８名決定（８

５％）  

学校斡旋による１次

試験内定者１６名（２

０名中）（８０％）  

ＣＬＤ生徒

支援教育の

充実 

（１） 日本語能力による習熟度編成や支援員サポート 

【活動指標】TTVJによる習熟度別クラス編成 

      一般授業への日本語支援員のサポート 

【成果指標】TTVJの複数回数実施による点数の向上 

 

（２）日本語能力の向上 

【活動指標】日本語能力試験の受験促進 

【成果指標】第１言語が日本語ではない生徒のＮ３以上の合

格率６０％ 

 

（３）奨学金の申込など経済的に困難な生徒・家庭への支援 

【活動指標】予約奨学金の手続きが滞りなく実施できる。 

【成果指標】説明会、申請手続き指導を年間５回以上 

(1)TTVJ９月平均点58.6  

次回２月末に実施予定  

(2)N3 以上受験者数（合格

者数）  

第１回：８名（１名）  

第２回28名（12名）  

合計 36名（13名） 

(3)３回実施。別途個別での

申請手続き指導を複数回実

施  

(4)その他  

CLD 生徒対象インターンジ

ップ７名参加(４社）  

 

生徒指導
の充実 

（１）いじめの早期発見と対応 

【活動指標】学期に１回の面談と、事前アンケートの実施 

 

（２）身だしなみの指導と、規則正しい学校生活の確立 

【活動指標】ネクタイ・リボン着用の声かけ 毎朝 

【成果指標】ネクタイ・リボンの着用率 100％ 

イエローカード発行枚数７００枚以下 

（令和６年度８６１枚） 

（３）いじめ防止の啓発 

【活動指標】４月、１１月のいじめ防止強化月間 最終金曜

日に「IINOピンクシャツデー」の実施 

(1)面談、事前アンケ

ートともに実施する

ことができた。  

(2)毎朝、声掛けの実

施ができた。  

・ネクタイ・リボン 

着用率 99.4％  

・イエローカード発

行609枚（1/22現在）  

(3)IINO ピンクシャ

ツデーを実施するこ

とができた。  

※ 

 

 

 

 

人権、多文
化共生、命
の大切さ
について
の学びの
充実 

（１）人権についての理解と知識を深め、互いを尊重する意

欲と態度を育むための人権学習の実施 

【活動指標】年間５回以上 

 

（２）人権学習や人権に関する取組等の発信 

【活動指標】「人権だより」の発行を年間３回以上 

  「多文化交流行事」「まなびの発表会」等の外部の人権

関連行事への連携を年間3回以上 

(1)人権学習について

→各学年での学習・

PTA 共催人権講演会 

年間７回 

(2)生徒向け人権たよ

り→年間３回 多文

化交流会２回、まなび

の発表会２回参加  

◎ 



 

（３）教員の人権に関する研修等の実施 

【活動指標】教職員研修またはフィールドワークを年間１回

以上 

教職員向け「人権だより」の配信を年間３回以

上 

【成果指標】人権に対する意識や理解の深まりを感じた教職

員数７０％以上 

 

(3)教職員人権研修→

１回 教職員向け人

権たより→１回 教

職員の人権意識の深

まり→９０％ 

基礎学力

の向上及

び健康意

識の確立 

（１）基礎学力の向上 

【活動指標】補習や各教科の宿題等を定期的に実施  

基礎学力向上（国語・数学・英語）の取組 

【成果指標】 

・基礎学力、学習習慣が身についたと感じた生徒の割合７

０％以上 

・基礎力診断テストの成績変化 

① D3人数  国語・数学・英語とも２０人減 

②GTZ上昇者 国語・数学・英語とも８０人以上 

 

（２）健康の自己管理の確立 

【活動指標】日常からの体調管理と適切な栄養摂取 

【成果指標】朝食をとる生徒の割合７０％以上 

(1) 

（結果待ち） 

 

 

(2) 

・保健だより等を通

じて、定期的に生徒に

健康啓発を実施。  

・朝食をとる生徒の

割合  

１年：77.5％  

２年：79.4％  

３年：76.8％  

 

改善課題 

・スマートフォンなどの使用により、十分な睡眠をとれていない生徒もいるため、生活リズムの改善を含

めた指導・啓発を進めたい。   

・外国につながる生徒のさらなる増加傾向に伴い、T講座や放課後課外等も含めて授業体制を見直していく

必要がある。 

・欠席、遅刻が他校では見られないほど多く、連絡が無い場合も少なからずある。これにより、担任の家庭

等連絡業務や定期考査の追試験受験者への対応が過多となっている。欠席、遅刻の減少に向けた対応策の

検討が必要である。 

 

（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

授業改善を

図るための

教職員の指

導力向上 

（１）教員が相互に授業を見学し、

気づいた点を交流する。また、

生徒や保護者、中学校教員等か

らのアンケートによる意見を共

有する。以上により、授業力向

上を図る。 

【活動指標】授業見学または授業公

開を年間２回以上 

 年度末（12月実施）の生徒アンケ

ート、授業公開時のアンケート実

施 

（１）  

・授業公開  

年2回（計5日間）実施  

6月（3日間、参観者28名〔保護者26名・中

学校教員2名〕）、11月（2日間、参観者32

名〔保護者15名・高校関係者2名・企業関係

者14名・教育委員会関係者1名〕）  

・生徒の真剣な姿が印象的、少人数によるサポ

ートが手厚いという声が多い。先生方の努力

も伝わっている。  

・生徒アンケート  

 



【成果指標】生徒が授業を理解でき

ている割合１００％ 

 

 

 

 

 

 

（２）授業改善やＩＣＴに係る教職

員研修会の実施 

【活動指標】研修会を年間１回以上 

【成果指標】ＩＣＴを活用して授業

実践した教員の割合 ９５％以上 

12月実施（全学年対象）  

・生徒が授業を理解できている割合＝86.7％  

・生徒からは、英語・数学・地歴公民の授業に

ついていけているか不安という回答が目立つ

（教科の先生方も可能な限り工夫はしてくだ

さっている）。  

･家庭での学習時間が少ない状況がある（制作

やスピーチ練習等に時間を充てている、家庭

で学習できる環境にない生徒もいると思われ

る）。  

（２）  

・ICT研修会：実施できず  

・ICT を活用して授業実践した教員の割合＝

90.9％  

地域への貢

献活動と情

報発信 

 

 

（１）鈴鹿ロータリークラブとの交

流、連携 

【活動指標】地域の清掃など貢献活

動の実施 

【成果指標】生徒が参加する行事を

年間１回以上 

 

（２）積極的な中学校への学校紹介 

【活動指標】各中学校

や市教委が開催する進路説明会へ教

員だけでなく生徒とともに参加す

る。 

【成果指標】志願者数が前年度以上 

 

（３）主体的な異校種連携 

【活動指標】地域の小学校へ訪問し

て出前授業の実践 

【成果指標】受入校児童および本校

参加生徒のアンケート満足度１０

０％以上 

(1)  

①6月2日学校環境デーに生徒174名が参加 

②11 月 16 日インターアクト三重県グループ

協議会をホスト校として実施。参加生徒40名 

(2)  

生徒とともに中学校で説明会を行った（６校）  

【前期志願者昨年比】 

応デ 84人(+１) 

英コミ 100人(+25) 

(3)  

牧田小学校３回  

加佐登小学校１回  

小学生宿題支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ：長期休業中３回  

【アンケート満足度】１００％  

(4)その他  

鈴鹿国際交流協会主催「わいわい春まつり」実

行委員として生徒参加  

今年度開催５名 当日参加ボランティア25名  

来年度開催５名 

 

教職員や生

徒、保護者

への情報提

供、情報発

信 

（１）生徒、保護者の学校に対するニーズや信頼度等を把

握するためのアンケートの実施 

【活動指標】アンケートを年間１回（１２月実施） 

【成果指標】保護者の学校に対する信頼度９０％以上 

 

（２）生徒、保護者への情報提供（マチコミメール・クラ

スルーム） 

【活動指標】マチコミメール等を年間４０件以上 

 

（３）ＨＰ、たより等による情報発信 

【活動指標】①ＨＰの新着情報を年間４０件以上 

      ②「保健だより」を年間１１回以上配付 

      ③「図書だより」を年間１１回以上配付 

(1) 

・アンケート実施済み 

・保護者信頼度 

応 デ 科：94.6％  

英コミ科：97.3％  

 

(2) 

36件 

 

(3) 

①29件 

②11回 

③８回 

 



職員の総勤

務時間の短

縮及び職場

環境の整備 

（１）総勤務時間の縮減 

【活動指標】①設定した日（年間１２日）の定時に退校で

きた職員の割合９５％以上 

      ②予定通り休養日（週１回以上）を実施でき

た部活動の割合１００％ 

      ③放課後に開催して６０分以内に終了した

会議の割合９０％以上 

④年間の学校閉校日を４日 

【成果指標】①時間外労働時間の１０％削減 

       （R6：17.6 → 15.8時間／月） 

      ②休暇取得日数の１日以上の増加 

       （R6：24.2 → 25.2日／年） 

      ③月８０ｈ超の時間外労働者延べ人数０人      

      ④月４５ｈ超の時間外労働者延べ人数０人 

      ⑤年３６０ｈを超える時間外労働者数０人 

 

（２）安心・安全な職場環境づくり 

【活動指標】「信頼される学校であるための行動計画」の周

知および実施 

(1) 

（12月末現在） 

①定時退校94％→95％ 

②部活動100％ 

③会議82％→82％ 

④夏季冬季 計４日間 

 

①15.6ｈ=１１％減 

②１８．１日 

③10人→０人 

④40人→１９人 

⑤９人→１人 

 

 

 

(2) 

学校信頼向上委員会か

らの年間計画の実施に

よって周知 

 

改善課題 

・家庭での学習時間が少なく、中学時よりも宿題が減ったという回答が例年多くあるため、学習習慣の確

立に向けての取り組みを教科と連携して進めていきたい。  

・多文化共生の実践校として、日本人生徒に対しても魅力のある学校にしていきたい。 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・全日制のそれぞれの学科は魅力ある多くの取り組みをしている。 

・外国につながる生徒が多く入学をしている。（全日制７割・定時制３割）単なる受け入れ校

にはならないでほしい。日本人生徒・外国につながる生徒たちがともに存在しながら学

校生活が送れるよう環境つくりが大切。 

・学校には魅力ある資源がたくさんある。その魅力をどのように発信していくのか、伝えるこ

との難しさがある。 

・文化祭、体育祭などの学校行事を全日制と定時制が一緒に行うことを検討できないか。 

・高校だけではなく中学校と協力しながら多文化共生に取り組んでいかないといけない。 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

・部活動は運動部・文化部とあるが、声楽や合唱団など声を出すことをやってみるのもよ

い。 

・進路保障について、キャリア教育は自分の将来のことについて考えるきっかけになるの

で早い段階から取り組むとよい。 

学校運営について

の改善策 

・学校の取り組みについて、もっと世間の人に知ってもらえるようＰＲに力を注ぐ。 

・外国につながる生徒たち、不登校の生徒たちの受け皿にならないよう、魅力を発信して

いく。 

 


